
第２０４回国会では、３２回国会質疑に立ち、皆さんの声を届

けて参りました。本号と次号においてその活動を報告致します。
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駆け回った第２０４回国会！ 活動報告特集 前編

感染防止対策の見える化を求める！
特措法改正で罰則が設けられたにもかかわらず、都道府県の財政状況によって時短協

力金にバラツキが出る現状を指摘、国庫負担率の引上げを質しました。合わせて、第３
波が収束に向かいつつある今こそ、経済との両立に向けた備えを進めるべきとして、飲
食店のチェック体制整備とステッカー等による見える化を求めました。
西村大臣からは、何度も頂いている非常に重要なご指摘であり、自治体及び事業者の

負担に国が最大限配慮をする、飲食店に対してもステッカーの活用を含め対策を徹底し
ていく旨、回答を得ました。

原子力規制委員会の活動状況を聴取
資源エネルギーに関する調査会にて、原子力規制委員会の活動状況について説明聴取。関西電

力大飯発電所３,４号機の設置許可取消し判決について、更田委員長の見解を伺いました。

資源開発の新たな可能性は？！
銅の国際認証制度を例に、日本主導の国際ルール形成戦略の重要性や、縁の下で生活を支える

産業における人材育成への取り組みについて伺いました。

① 2/12 議員運営委員会
新型コロナウイルス感染症の基本的対処方針の変更について

②③2/17 、2/24 資源エネルギーに関する調査会
原子力規制委員会について、 資源の安定供給等（資源開発の新たな可能性）について（参考人質疑）

④ 3/5 議員運営委員会
１都３県の緊急事態宣言の再延長について政府からの説明と質疑

緊急事態宣言解除後のリバウンド防止策について質疑！！
政府分科会が提言している飲食店の感染防止策について、具体的な政府の支援策を質しました。きちんと対策している飲

食店が報われるよう、ガイドライン遵守状況の評価、ステッカーによる認証制度の具現化を強く求めました。西村大臣から、
飲食店の皆さんの９７～９８％の方が時短要請に応じられていることへの感謝の言葉があり、アクリル板の設置や換気設備
について持続化補助金、高機能換気設備には環境省の補助金等を活用頂き、安心して事業ができるよう支援していければと
の答弁を得ました。

（※閉会中審査の質疑１回も含む）



在宅介護サービス従事者のワクチン優先接種の手続簡素化
を！！
ワクチン優先接種対象に加えられた在宅介護従事者の、煩雑な手続を質しました。政府からは、

介護施設従事者と同じ手続だが極力簡便な手続とするとの答弁があり、改めてメンタルヘルスも考
慮して手続の簡素化を求めました。
続けて、ワクチン接種の費用負担に関する自治体からの不安の声について質問。こやり政務官か

ら、上限額はあくまで目安であり申請額すべて国が負担するとの答弁を得ました。また、昨年要望
実現した雇用調整助成金の短時間休業の要件緩和について、飲食・サービス業は工場とは異なり一
斉休業はコロナ禍に限らず現実的ではなく、雇用調整助成金の特例終了を見据えて、要件緩和の恒
久化を求めました。

⑤ 3/12 議員運営委員会
人事院人事官の任命同意に関する件

人事院人事官の国会同意人事について質問に立ちました。
人事行政の独立機関である人事院のトップ３となる人事官、その候補者の川本裕子氏に、国民が実感できるデジタル社会

実現に向けた人材育成や処遇のあり方について伺いました。また、細かい規則を設けても守られない公務員倫理の現状につ
いての所感をお聞きました。川本候補者からは、国家公務員試験の新しい区分創設の必要性や、公務員は原点に返り、形骸
化したルールを守ってもらいたい、との認識が示されました。

⑥ 3/16 厚生労働委員会
一般質疑

⑦ 3/23 地方創生及び消費者問題に関する特別委員会
令和３年度総予算の委嘱審査

⑧ 3/24 予算委員会
令和3年度予算一般質疑

携帯電話市場の競争環境の適正化を、武田大臣に質す！
冒頭、河野大臣にワクチン供給について質問しました。予期せぬ状況変化や市場原理に伴

う配送コスト増について、国が柔軟な契約変更を認め、費用負担することの明確化を求めまし
た。大臣からは、ワクチン接種に係る合理的な費用負担は国が行う、との回答を得ることが出
来ました。
武田大臣には、公共電波を使う大手携帯電話事業者のサブブランドなどが、格安スマホ事業

者との競争に与える影響の検証状況を質しました。
昨年のアクションプランに「年度内に省令改正などして報告を得て検証」とあるにもかかわ

らず、実現していないことへの対策を求めました。 まず総合通信基盤局長から、格安スマホ
事業者は競争の重要軸であること、大手値下げの影響を認識し3月から検証を開始、夏頃まで
に報告書との回答。総務大臣から、できるだけ早く、期限までに結論を出す、との答弁を得ま
した。改めてしっかりと実行を求め、もし適正化されないようなら大手事業者による格安事業
参入を禁止するくらいの覚悟であたって頂くよう強く求めました。

カスタマーハラスメントを防ぐため、消費者庁の積極的な発信を求める！
１月１３日、「消費者が意見を伝える際のポイント」をまとめたビラが消費者庁HPに掲載。行きすぎた言動で罪に問わ

れた例を盛り込むなど、踏み込んだ内容となっている一方、発信者である消費者庁の明記、関連して警察庁の庁名記載につ
いて、井上消費者担当大臣に質しました。
大臣からは、指摘の通り正確なメッセージが伝わらなければ意味がないので、ご指摘を踏まえ改善を検討するとの答弁を

得ました。現場の皆様にとって使いやすいものとなるよう、引き続き働きかけていきます。
次に、消費者庁の買い物弱者対策への取り組みについて質問。ぜい弱な消費者を守るための見守り事業と、移動販売の連

携モデル開発を提案しました。大臣からは、アイデアとして受け止め、地方モデル事業や地方消費者行政交付金等を通じ、
幅広い民間事業者との見守り連携が広がるよう取り組んでいくとの回答を引き出しました。



ワクチン供給円滑化へ、国内生産・原料調達への早期支援求め
る！
厚生労働委員会にて田村大臣に、ワクチンの供給円滑化について質問。原料不足が海外で

報じられる中、国内生産ワクチン早期支援への見解を質しました。
田村大臣からは、国内生産なら欧州等を気にしなくて良いので、承認されれば様々な形で

支援していくとの回答を引き出しました。
併せて、今夏見直される医薬品産業ビジョンで国内イノベーション推進への力強い後押し

を求めました。
続けて三原副大臣に、先月発足した雇用・女性支援PTについて質問。各種コロナ支援策が

届いていないことへの、施策・発信の改革を要望しました。三原副大臣からは、各界の発信
力ある有識者で雇用・生活支援策を議論、今後子育て支援もテーマに改善提案と政策反映に
取り組むとの答弁を得ました。日々のくらしで使いやすい支援となるよう、引き続き政府に
求めていきます。

⑩ 4/1 議員運営委員会
まん延防止等重点措置について政府からの報告と質疑

⑨ 3/30 厚生労働委員会
一般質疑

⑪ 4/8 厚生労働委員会
育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律および雇用保険法の一部を改正する法律案

大阪市や仙台市に出された「まん延防止等重点措置」について質問しました。「まん延防止等重点措置」はお店側が顧

客にマスクの着用を求めることを義務化しており、これはカスハラを誘引する懸念が大いにあると大臣に質しました。

再三求めてきた飲食店ガイドラインチェック体制整備がようやく
動き出す！
冒頭、コロナ対策について質問。これまで国会で再三求めてきた、飲食店の感染防止ガイド

ラインのチェック体制整備が、厚生労働と農林水産両省連携のもとでようやく本格的に動き始
めました。
感染拡大してから時短要請協力金ではなく、感染防止を徹底して営業継続できるように、両

省と自治体によるチェック事項の共通化、見回りのための十分な予算確保を、コロナ対策本部
副本部長である田村大臣に求めました。田村大臣からは、重点地域以外も含めて見回りを強化
すること、チェック項目の共通化、地方創生臨時交付金の活用について、西村大臣にしっかり
伝えるとの回答を得ました。合わせて、政府や自治体によるマスクなし会食のチェックも要望
しました。
続いて育児・介護休業法改正案について質問。育児休業を取得しやすい環境整備や労働者へ

の意向確認など、事業者の義務詳細が軒並み、追って省令で定めることとなっており、わかり
づらいため、厚生労働省が想定している内容を質し、現時点での政府の考え方を引き出しまし
た。省令は法案成立後に審議会等での議論を経て公布されますが、過度に緩くなったり、逆に

厳格すぎて形骸化したりすることのないよう、現場の実態をよく見て真摯な議論を求めました。

⑫ 4/14 資源エネルギーに関する調査会
原子力問題に関する件

原子力規制委員会・原子力規制庁の人材確保について問う
福島原発事故から10年、廃炉も含めた原子力技術を支える人材確保について質問。エネルギー

政策の動向に関わらず、安全性を高める技術開発への継続した取り組みが必要であり、規制委・
規制庁の果たす役割は大きいことから、人材確保への取り組みを質しました。
更田委員長から、安全性を高める技術開発は歓迎であり、産業界からの提案があればしっかり

議論していくこと、定員の制約がある中でお役所的な非効率を削いでいくことに取り組んでいく
と回答を得ました。
また、消費者を守るべき規制側が事業者保護に陥ってしまう「規制の虜」についても、更田委

員長から十分な注意を払い続けていくとの決意を伺いました。



男性の育休取得促進法案、まずは男女間の賃金格差の是正へ
の取り組みを！
法案の前に、ここ数日報道されている経団連のハンドドライヤー使用容認について質

問。感染防止ガイドライン等は最新の知見に基づいて適切に見直すべき、との前提に立
ちつつ、昨年専門家会議が使用中止を求めた以上は、厚労省として最新の見解を出すべ
きと求めました。健康局長からは、今回はオフィス向けの話だが、一般向けについては
専門家に相談するとの答弁があり、田村大臣からも、当時のメンバーにどのような方策
があるのか確認するとの答弁を引き出しました。
続けて法案について質疑。今回ねらいとしている男性の育休取得促進には、男女間の

賃金格差が壁になっていると指摘し、まずは賃金格差を可視化することと、厚労省審議
会の女性比率を50%に引き上げることを求めました。田村大臣から、ようやく１つだけ
審議会で達成、引き続きリーダー官庁として積極的に推進に取り組んでいくとの回答を
得ました。

⑭ 4/16 議員運営委員会
まん延防止等重点措置について政府からの報告と質疑

⑮ 4/16 本会議
良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等の一部を改正する法律案

会派を代表し本会議登壇！持続可能な医療の実現に向
けて大臣見解を質す！
参議院本会議にて、医療法等改正案の質疑に会派を代表して登壇しました。

持続可能な医療の確保に向けて、下記の点について田村厚生労働大臣の見解を
問いました。
持続可能な医療制度への抜本的見直し、医師の働き方改革と薬剤師へのタス

クシフト、大学病院勤務医の労務管理と格差是正、地域医療構想会議の議論の
透明性確保、医療のかかり方における国民の意識変革、今回挙げた議題につい
ては、厚生労働委員会で詳細を明らかにしていきます。

⑯ 4/21 地方創生及び消費者問題に関する特別委員会
取引デジタルプラットフォームを利用する消費者の利益の保護に関する法律案 参考人に対する質疑

⑬ 4/15 厚生労働委員会
育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律および雇用保険法の一部を改正する法律案

知事要請でマスク会食が義務化！不当に従わない客に
入店拒否可能、詳細を質す！
まん延防止等重点措置の地域拡大について西村大臣に質疑。大阪への緊急事態宣言

についての検討状況、とくに休業要請内容について質問しました。西村大臣からは、
まん延防止措置から10日経過し効果を見極めた上で的確に判断する、まん延防止措置
でも飲食店以外の事業者に時短要請を行うこともあり得るとの回答。
感染防止対策をしているところにはきちんと営業させてほしいということを強く求

めました。
また、マスク会食についても質問。改正特措法では飲食店でのマスク会食を知事が

事業者に対して義務づけることができますが、事業者がどういう場合に利用者の入店
拒否や退店をさせるのか質疑で明確化を図りました。

参考人の意見を聴取し、リアルな体験と併せて次の質疑へ！！
オンラインでの買物のトラブルから消費者を守るための法律について参考人質疑をしました。参考

人質疑というのは特に国民に身近な問題であったり、広範な意見を聞くべきであると委員会の理事が
判断した際に有識者（大学教授や専門家など）や現場で実際に働いている人に意見を聞くことができ
る委員会の時間のひとつです。参考人は政府の一方的な考えだけではなく、法律にするには明らかに
問題があるといったことも自由に自身の意見を述べることができます。今回聴取した参考人の意見を
生かし、自身のリアルな体験と併せて次回は政府への質疑をしたいと思います。

次号後編へ続く


